
建設現場のモノやヒトの動きを 3 次元で可視化する
リアルタイム現場管理システム『3D K-Field ®』を AWS 上に構築
建設就業者不足の解消や働き方改革の推進に貢献

鹿島建設株式会社

建設現場の全体像把握に向けて
3 次元の現場管理システムを検討

「進取の精神」のもと、国土発展に欠かせな
い社会インフラや建築物など、先駆的なプ
ロジェクトを手掛ける鹿島。同社は、2018 
年に建築の生産プロセスを変革する 『鹿島
スマート生産ビジョン』を策定しました。鹿
島スマート生産ビジョンとは、「作業の半分
はロボットと」「管理の半分は遠隔で」「全て
のプロセスをデジタルに」の 3 つをコア・コ
ンセプトに、2024 年までにより魅力的な建
築生産プロセスの実現を目指すものです。
「その背景には、建設業における就業者不足
があります。今後も一定量の工事案件が見
込まれるなか、少子高齢化によって若い人
材が減るとともに、ベテランの引退が続い
ています。一方で、働き方改革関連法によっ
て残業時間の削減が求められており、生産
性の向上が喫緊の課題となっています。そ
こで、先端 ICT や各種ロボットの活用と現
場管理手法の革新を進め、より魅力的な建
築生産プロセスの実現を目指すことが狙い
です」と語るのは、東京建築支店 建築工事
管理部の川島慎吾氏です。
建設現場内の資機材位置と稼働状況をリア
ルタイムに表示する現場管理システム
『K-Field（ケイ・フィールド）』は、鹿島ス
マート生産ビジョンの実現に向けて 2018 
年から研究に着手したソリューションで
す。高所作業車、フォークリフト、作業員の
ヘルメットなどに、小型の発信機（ビーコ

ン）を取り付け、現場の各階に約 20m 間隔
で設置した受信機（ゲートウェイ）によっ
て、それぞれの位置を把握するというもの
です。取得した位置データは、現場内に構築
した Wi-Fi ネットワークを通じてクラウド
に集約し、現場全体の資機材や作業員の位
置を PC 画面上に表示します。
「パイロット現場の名古屋伏見 K スクエア
を始め、最初の数現場では 2 次元の平面図
に表示し、Web ブラウザーの画面送りで確
認していました。ところがフロア単位でし
か状況確認ができないため、高層ビルでは
全体像をつかむのが難しいという課題に直
面しました。そこで、3 次元で表示する『3D 
K-Field』へのバージョンアップを決めまし
た」（川島氏）

スケーラブルなアーキテクチャを採用し
6 ヶ月の短期間で『3D K-Field』をリリース

3D K-Field の開発にあたり、同社は DX やク
ラウドに強いアジアクエスト株式会社を新
たなパートナーに採用し、既存パートナー
と共同でプロジェクトを進めました。3 次元
化のプラットフォームには AWS を採用し、
データの増加にも柔軟に対応できるスケー
ラブルなアーキテクチャで構築していま
す。アジアクエスト デジタルイノベーショ
ン部の辻眞一氏は次のように語ります。
「AWS を採用した理由は、当社で最もノウ
ハウがあり、公開情報も豊富なことです。加
えて可用性の高さ、メンテナンスのしやす

さ、機能やサービスのアップデートの早さ
も選定の決め手となりました。アプリケー
ションは、コンテナを使ったマイクロサー
ビスアーキテクチャで構成し、コンテナの
稼働基盤と運用基盤は管理が容易な AWS 
Fargate と Amazon Elastic Container Ser-
vice (Amazon ECS) で構築しています」
開発は 2019 年 2 月から 7 月までの 6 ヶ
月で終了。2020 年 1 月より、1 現場目とな
る地上  2 1  階、地下  1  階、延床面積約  
84,000 ㎡ のオフィスビル建設プロジェク
トに導入しました。2 現場目として鹿島が
初めて手がける羽田空港近接のスマートシ
ティ『HANEDA INNOVATION CITY』への導
入に着手しており、そこでは建物内だけで
なく街全体の情報の可視化を進めていま
す。建築管理本部 建築技術部の天沼徹太郎
氏はプロジェクトを振り返り、次のように
語ります。
「Web ブラウザー上に建築物の 3 次元モデ
ルを再現し、資機材や人のオブジェクトをリ
アルタイムに動かすという難易度の高いも
のでした。粘り強く試行を繰り返すアジアク
エストの協力もあり、視認性と利便性が高
いシステムを構築することができました」
現在は現場単位での導入ですが、今後は 
SaaS 化することでコストの集約を図る考
えです。カジマアイシーティ 第二事業部の
高原良治氏は次のように語ります。
「現場が増えると導入の手間も増え、扱う
データ量も増えていきます。そこでマルチ
テナント型に移行し、現場の規模に応じて
リソース配分ができるようにすることで、
導入コストとランニングコストを抑制する
考えです。その他、インスタンスの Savings 
Plans も利用しながらコストを削減してい
く予定です」

遠隔監視により現場管理が効率化
労働時間の短縮と働き方改革に貢献

新たな 3D K-Field の画面では、資機材や作

業員の位置情報のほか、機材のリアルタイ
ムな稼働状況やこれまでの稼働率を可視
化することができます。従来は機材の必要
台数を現場社員のカンと経験で試算して
いましたが、数値化することで属人性が排
除でき、余剰機材のコスト削減が期待でき
ます。
過去の移動履歴もデータで保存されていく
ため、人や機材のたどった動線を分析し、よ
り精度の高い仮設計画を立てたり、作業動
線を見直したりすることもできます。
「3D K-Field を導入することで、目視や立
ち会いが必要なもの以外は遠隔に切り替え
ることが可能となり、現場管理の効率化に
寄与できると考えています。結果として労
働時間が短縮すれば、働き方改革への貢献
も期待できます。建設現場においても、モニ
ターで仮設エレベーターの位置や機材の位
置が画面上で瞬時に確認できるため、作業
員がエレベーターの待ち時間でイライラし
たり、パートナー企業の社員が機材を探し
回したりすることが減り、生産性の向上に
つながっています」（川島氏）

適用する業務フィールドを拡張し
工場やオフィスなどの見える化に貢献

建設現場での利用から始まった 3D K-Field 
ですが、今後は現在導入中のスマートシ
ティのように、さまざまな業務フィールド
に拡張していくことを構想しています。
「例えば、工場やオフィスの“見える化”にも
貢献できると考えています。今後もリアル
とデジタルの世界をつなぎ合わせたデジタ
ルツインを活用し、産業界に新たな価値を
提供していきます」（天沼氏）
現場におけるモノやヒトの動きをデジタル
化し、蓄積していくことで、最終的にはその
データが鹿島の財産になります。将来的に
は、ビッグデータや AI を使ったシミュレー
ションによって、未来予測を実現すること
が期待されています。

大手ゼネコンとして、日本を代表する建築物の施行を手がける鹿島建設株式会社
（以下、鹿島）。2018 年に『鹿島スマート生産ビジョン』を策定し、デジタルを活用した
生産性の向上改革に乗り出した同社は、建設現場におけるモノやヒトの動きを 3 次
元で可視化する『3D K-Field』を、アマゾン ウェブ サービス（AWS）上に構築しまし
た。高所作業車やフォークリフトなどの位置情報や稼働状況をリアルタイムに把握す
ることで、資機材の有効活用が実現。現場の管理の一部を Web による遠隔監視で効
率化することで、建設業界の共通課題である働き方改革の推進に貢献することが期
待されています。

ご利用中の主なサービス
●  AWS Fargate
●  Amazon ECS
●  Amazon CloudFront
●  Amazon S3

ビジネスの課題
● 建設業における就業者不足の解消
● 働き方改革の実施、残業時間の短縮
● 建設業界に変革を起こす生産プロセス
の実現

AWS を選択した理由
● 容量データの蓄積と処理に耐える
スケーラビリティ

● 耐障害性、可用性の高さ
● メンテナンスの容易さ
● 機能アップデートの速さ
● 公開業務情報の豊富さ

AWS 導入後の効果と今後の展開
● IoT を活用した遠隔監視の実現
● 少人数での現場管理の実現
● 3 次元表示による視認性と利便性の
向上

● 現場内の「見える化」による作業員の
生産性向上

● 労働時間の短縮や働き方改革への
貢献

● 建築現場だけでなく、スマートシティ、
オフィス、工場、施設などへ展開

● ビッグデータや AI を使ったシミュレー
ションによる未来予測へ

お客様導入事例：建設
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アジアクエスト株式会社
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「3D K-Field によって、目視や立ち会いが必要なもの以外は遠隔監視に切り
替えることができ、現場管理の効率化につながっています。現場でも仮設エレ
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鹿島建設株式会社　東京建築支店 建築工事管理部 人事・企画グループ 　課長　川島 慎吾 氏
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カスタマープロフィール

鹿島建設株式会社
● 設立年：1930 年（創業 1840 年）
● 資本金：814 億円余
● 従業員数：7,887 名（2020 年 3 月末
現在）

● 事業内容：建設事業、開発事業、設計・
エンジニアリング事業ほか

株式会社カジマアイシーティ
第二事業部
アソシエイト

高原 良治 氏


